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　日本の貧困率は2012年のデータで16.1％です。その実態を

年収でいうと、一人暮らしで120万円、４人世帯で200万円程

度。それ以下の収入で生活している人が、全国で６人に１人

いるということです。2006年の貧困率は15.7％なので、6年

間で0.4ポイント増えたことになります。

　この間の子どもの貧困率は14.2％から16.3％と2.1ポイント

増えていて、全体の貧困と比べ５～６倍の勢いで増加してい

ます。これは、かなりまずいことだと思いませんか。

　子どもには収入がないので、子どもの貧困は子育て世帯の

貧困です。０歳～17歳の子どもたちの親の大半は30～50代で

すから、共働きかどうかは別にして、ほとんどの人たちが働

いています。それなのに貧困が増えてきているのです。

　その中でも、とりわけ厳しいのが母子家庭です。日本では

結婚している３組に１組は離婚するので珍しいことではあり

ませんが、女性が一人になると生活は厳しくなります。父子

家庭でも大変な家庭はたくさんありますが、母子家庭はさら

にきついことが多く貧困率は５割を超えています。なぜで

しょうか。

　「女性活躍」と言われていますが、それは「家事も育児も

仕事もやる」ということです。できる人もたまにはいると思

いますが普通の人にはできないので、女性の活躍は結構だけ

ど「自分は置いていかれる」と感じる人が多かったんです。

でも、そう感じながらも、それをやっている人はいます。シ

ングルマザーたちは家事も育児も全部やり、自分しかいない

ので稼ぎに出る。ただ子どものことがあるからフルタイムで

は働けないので、非正規の仕事を掛け持ちしたりする。シン

グルマザーたちは、働いても働いても貧困から抜け出すのは

困難です。

　日本の貧困層の最大の特徴は、「働いている」ことです。

子育て世帯の99.6％の親たちは働いているにもかかわらず、

子どもの14.2％は貧困でした。シングルマザーの就業率は

80％近くで、何十年間も世界のトップです。

　「働いていれば貧困から抜けられるはず」と漠然と思って

いませんでしたか。それは事実とは異なるのです。

　全国で「こども食堂」の取り組みが広がっています。学習支

援には学生が、食事提供には地域の人が、できることを生かし

て活動しています。「自分は大したことはできない」と言われ

る人もいますが、そんなことはありません。大事なのは、そこ

でいろんな価値観の人に出会うことなんです。

　ある「こども食堂」で、大人たちが鍋料理をつくって子ど

もたちと食べたときに、高校生の女の子が「みんなでお鍋を

つつくって、本当にあるんだね」と言ったそうです。つま

り、その子にはそれまで、その経験がなかったんです。そう

いう光景は、スーパーマンが空を飛ぶみたいに、テレビの中

で起こるフィクションだと思っていたわけです。それが、そ

の子にとっては当たり前だった。当たり前だったから意識す

ることなく、それまで誰にも話すことはなかったんです。そ

こにいた人たちは、ただ一緒にお鍋を囲んでいただけで何も

特別なことはやっていませんが、その子にとっては忘れられ

ない一生の思い出になります。

　育ってきた環境が違うと、この高校生のように自分たちが

想像もつかなかったようなことで驚いたり、喜んだり、悲し

んだりするわけです。だからお金や特別な支援じゃなくて

も、そこに関わることで「いるだけ支援」となり、お互いに

学ぶものがあるのです。

　格差が拡大し固定化していくと、経済的な差が開くだけで

はなく、人生の経験が交わらないことになります。

　例えば、私立の小学生の大半は同じような経済状態の子に

囲まれて、中学受験をし、高校大学へ行き、当たり前のよう

に就職し結婚していく。他方で、同級生の半数が辞めていく

高校を出て、卒業した仲間の中で働いているのは自分だけと

いうことが当たり前の子がいるわけです。

　環境によって早いうちから分離されると、あまりにも見え

ているものが異なり、結果として当たり前が違いすぎて、こ

の二人の会話は成り立ちません。「お前は分かってない」

「何を言っているんだ」と、相手の言っていることを否定し

てしまいます。意見が二極化し、分極化して進んでいくと社

会は分裂していきます。経済格差が広がると政治的な意見も

分かれ、分断されていくことは明らかです。これは一番怖れ

なくてはいけないことです。 

　生きやすさ、暮らしやすさをつくっていくことは、一朝一

夕にはいかないと思います。生活が困窮している人と付き

合ってきて思うのは、当事者の中には長年蓄積した「世の中

は何もしてくれない」という感覚があるということです。だ

から「言ってくれればいいのに」と軽く言われると、そうい

う人には相談したくないという思いが先に立ってしまうんで

す。ですから共感力というか相手の置かれた状況を理解する

力が必要になります。

　貧困の問題は、女性男性を問わず、社会的に対応していく

必要があります。この「社会的に」というのは、「私たち一人

一人が」ということです。知るべきことを知って、さらにもっ

と知ろうとして、「自分事」にしていってほしいと思います。

　そのためには、人に話すことが一番です。人に話すと質問

され何か答えなくてはいけなくなり、だんだん自分でまじめ

に考えなくてはと思うようになります。そうすると何か行動

する気になります。話すことで責任が出てきて、自分を追い

込まざるを得なくなるのです。ぜひ自分で自分を追い込ん

で、「自分事」にしていってください。そういう人が増えて

いくと、高知は一層暮らしやすく住みやすい町になるんじゃ

ないかなと思います。皆さんのご活躍を期待しています。

「当たり前」は、当たり前なのか？

生きやすい社会に向けて

働いても、貧困 

（文責　公益財団法人こうち男女共同参画社会づくり財団）

男女共同参画推進月間講演会

女性の貧困、男性の貧困
～私たちの求める生きやすい社会とは～

2016年６月４日（土）  13：30～15：30

　湯浅 誠さん講　師
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